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(57)【要約】　      （修正有）
【課題】本発明によるシステムは、１０ＭＷ未満の小型 
の発電機アセンブリにおいて、排気ガスからエネルギー 
を回収する。
【解決手段】システムは、小型の発電プラントの発電機 
アセンブリ内の排気ガス出口（２）に接続されたターボ 
（１）を備える。ターボ（１）は、油圧ポンプ（４）に 
接続される。油圧ポンプ（４）は、圧力を発生させてそ 
の圧力を油圧アキュムレータ（５）に送る。油圧アキュ 
ムレータ（５）は、圧力下で作動油を定速油圧モータ（ 
６）に送る。定速油圧モータ（６）は、プーリを動かし 
、プーリは、発電機アセンブリのオルタネータシャフト 
（９）に直接取り付けられた別のプーリを動かす。この 
動きは、プーリに加えて、ギア・クラッチシステムまた 
はトルクコンバータによって実行可能である。
【選択図】図１

審査請求　未請求　請求項の数　3　　ＯＬ　外国語出願　（全6頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 燃 エ ン ジ ン 用 の 油 圧 タ ー ボ コ ン プ レ ッ サ シ ス テ ム で あ っ て 、 小 型 プ ラ ン ト の 発 電 機 ア  
セ ン ブ リ （ ３ ） 内 の 排 気 ガ ス 出 口 （ ２ ） に 接 続 さ れ た タ ー ボ （ １ ） を 備 え 、 前 記 タ ー ボ （  
１ ） は 、 油 圧 ポ ン プ （ ４ ） に 接 続 さ れ 、 前 記 油 圧 ポ ン プ （ ４ ） は 、 圧 力 を 発 生 さ せ て そ の  
圧 力 を 油 圧 ア キ ュ ム レ ー タ （ ５ ） に 送 り 、 前 記 油 圧 ア キ ュ ム レ ー タ （ ５ ） は 、 圧 力 下 で 作  
動 油 を 定 速 油 圧 モ ー タ （ ６ ） に 送 り 、 前 記 定 速 油 圧 モ ー タ （ ６ ） は 、 プ ー リ （ ７ ） を 動 か  
し 、 前 記 プ ー リ （ ７ ） は 、 前 記 発 電 機 ア セ ン ブ リ （ ３ ） の オ ル タ ネ ー タ シ ャ フ ト （ ９ ） に  
直 接 取 り 付 け ら れ た 別 の プ ー リ （ ８ ） を 動 か す こ と を 特 徴 と す る 、 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 油 圧 ポ ン プ （ ４ ） か ら 排 出 さ れ た 低 圧 の 作 動 油 は 、 流 体 タ ン ク （ １ ０ ） に よ っ て 排  
出 さ れ 、 前 記 流 体 タ ン ク （ １ ０ ） は 、 無 圧 の 蓄 積 槽 と し て 機 能 し 、 そ の 機 能 は 、 油 圧 サ イ  
ク ル を 維 持 す る た め に 前 記 タ ー ボ ／ 前 記 油 圧 ポ ン プ に 流 体 を 供 給 す る こ と で あ る こ と を 特  
徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 動 き は 、 前 記 プ ー リ （ ７ ， ８ ） に 加 え て 、 ギ ア ・ ク ラ ッ チ シ ス テ ム ま た は ト ル ク コ  
ン バ ー タ に よ っ て 実 行 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 高 温 排 気 ガ ス か ら の エ ネ ル ギ ー 回 収 の 分 野 に 関 す る 。 こ の タ イ プ の シ ス テ ム  
は 、 工 業 プ ロ セ ス で 使 用 さ れ る 蒸 気 を 生 成 す る た め 、 ま た は 生 鮮 食 品 な ど の 冷 却 や 室 内 の  
冷 却 に 使 用 さ れ る 冷 気 を 生 成 す る た め の 工 業 用 発 電 機 ア セ ン ブ リ で 広 く 使 用 さ れ て い る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ は 、 エ ン ジ ン の 排 気 力 を 利 用 し て タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ の 排 気 タ ー  
ビ ン を 駆 動 す る 。 排 気 タ ー ビ ン は 、 エ ン ジ ン に 高 圧 の 燃 焼 用 空 気 を 供 給 す る エ ア コ ン プ レ  
ッ サ に 動 力 を 提 供 す る 。 現 代 の 自 動 車 に は 、 よ り 高 い エ ン ジ ン 比 出 力 、 低 燃 費 、 お よ び 低  
排 出 ガ ス が 求 め ら れ て い る 。 こ れ ら に 応 え る に は 、 広 い エ ン ジ ン 回 転 域 で 達 成 可 能 な 高 推  
力 を 必 要 と す る 、 よ り 小 型 の 高 速 エ ン ジ ン が 必 要 で あ る 。 現 代 の 高 速 エ ン ジ ン に 特 有 の ニ  
ー ズ は 、 車 両 加 速 を 向 上 さ せ る た め に 低 い エ ン ジ ン 回 転 域 で エ ン ジ ン ト ル ク を 大 き く す る  
こ と で あ る 。 こ の た め 、 エ ン ジ ン 回 転 数 が 高 く な る と 、 エ ン ジ ン の 排 気 エ ネ ル ギ ー が 過 剰  
に な る こ と が 多 い 。 タ ー ボ チ ャ ー ジ ャ の 過 回 転 と 過 圧 を 回 避 す る た め に 、 従 来 技 術 で 見 出  
さ れ た 解 決 策 は 、 エ ン ジ ン 排 気 流 の 「 ウ ェ イ ス ト ゲ ー ト 」 の か な り の 部 分 を 利 用 し て い る  
が 、 こ れ は 燃 料 の 浪 費 に 繋 が る 。 排 気 ガ ス 流 と し て テ ー ル パ イ プ か ら 排 出 さ れ る 無 駄 な エ  
ネ ル ギ ー は 、 小 型 エ ン ジ ン で は 最 大 ２ ０ ％ で あ る と 推 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 排 気 ガ ス を 利 用 す る た め の い く つ か の 解 決 策 が 先 行 技 術 で 見 ら れ る 。 例 え ば 、 米 国 特 許  
第 ７ ６ ４ ０ ６ ４ ３ 号 に は 、 負 荷 管 理 圧 縮 空 気 エ ネ ル ギ ー 貯 蔵 （ Ｃ Ａ Ｅ Ｓ ） プ ラ ン ト に お け  
る 複 合 サ イ ク ル （ Ｃ Ｃ ） 発 電 プ ラ ン ト に 適 用 さ れ る シ ス テ ム が 記 載 さ れ て い る 。 Ｃ Ｃ 発 電  
プ ラ ン ト は 、 少 な く と も １ つ の 燃 焼 タ ー ビ ン と 、 関 連 す る 燃 焼 タ ー ビ ン か ら 排 熱 を 受 け 取  
る 排 熱 回 収 ボ イ ラ （ Ｈ Ｒ Ｓ Ｇ ） と 、 Ｈ Ｒ Ｓ Ｇ と 関 連 す る 蒸 気 タ ー ビ ン と 、 蒸 気 タ ー ビ ン に  
関 連 す る 発 電 機 と 、 を 含 む 。 空 気 貯 蔵 器 が 圧 縮 空 気 を 貯 蔵 す る 。 少 な く と も １ つ の コ ン プ  
レ ッ サ が 圧 縮 空 気 を 空 気 貯 蔵 器 に 供 給 す る 。 こ れ に よ り 、 オ フ ピ ー ク エ ネ ル ギ ー を 、 空 気  
貯 蔵 器 に 貯 蔵 さ れ た 圧 縮 空 気 エ ネ ル ギ ー に 変 換 す る こ と が で き る 。 貯 蔵 器 か ら の 圧 縮 空 気  
は 、 Ｈ Ｒ Ｓ Ｇ で 受 け 取 ら れ 、 Ｈ Ｒ Ｓ Ｇ は 、 熱 を 空 気 貯 蔵 器 か ら 受 け 取 っ た 圧 縮 空 気 に 供 給  
す る 。 蒸 気 タ ー ビ ン は 、 Ｈ Ｒ Ｓ Ｇ か ら 加 熱 さ れ た 圧 縮 空 気 を 取 り 込 み 、 加 熱 さ れ た 圧 縮 空  
気 を 膨 張 さ せ て 発 電 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ の 一 方 で 、 中 国 特 許 出 願 第 １ １ ０ ９ ５ ３ ７ ６ ３ 号 に は 、 ガ ス 熱 電 併 給 シ ス テ ム お よ び  
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そ の 制 御 方 法 が 記 載 さ れ て い る 。 ガ ス 熱 電 併 給 シ ス テ ム は 、 第 １ の コ ン プ レ ッ サ と 、 高 温  
ボ イ ラ と 、 第 ２ の コ ン プ レ ッ サ と 、 材 料 貯 蔵 室 と 、 ガ ス エ ン ジ ン と 、 ガ ス タ ー ビ ン 装 置 と  
、 発 電 機 と 、 高 温 廃 熱 リ サ イ ク ル 装 置 と 、 低 温 廃 熱 リ サ イ ク ル 装 置 と 、 廃 熱 ボ イ ラ と 、 空  
気 予 熱 器 と 、 を 備 え る 。 ガ ス 熱 電 併 給 シ ス テ ム お よ び そ の 制 御 方 法 に お い て 、 高 温 ボ イ ラ  
、 ガ ス エ ン ジ ン 、 ガ ス タ ー ビ ン 装 置 、 発 電 機 、 高 温 廃 熱 リ サ イ ク ル 装 置 、 低 温 廃 熱 リ サ イ  
ク ル 装 置 、 廃 熱 ボ イ ラ 、 お よ び 空 気 予 熱 器 に よ っ て ガ ス 熱 電 併 給 の 機 能 が 総 合 的 に 達 成 さ  
れ 、 電 気 エ ネ ル ギ ー と 熱 エ ネ ル ギ ー の 総 合 的 な リ サ イ ク ル が 達 成 さ れ 、 シ ス テ ム の エ ネ ル  
ギ ー 変 換 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 高 温 排 気 ガ ス か ら エ ネ ル ギ ー を 回 収 す る こ と に 焦 点 を 当 て て い る 。 こ の タ イ  
プ の シ ス テ ム は 、 工 業 プ ロ セ ス で 使 用 さ れ る 蒸 気 を 生 成 す る た め 、 ま た は 生 鮮 食 品 な ど の  
冷 却 や 小 規 模 な プ ラ ン ト 内 の 環 境 を 冷 却 す る た め の 冷 気 を 生 成 す る た め の 工 業 用 発 電 機 ア  
セ ン ブ リ で 広 く 使 用 さ れ て い る 。 大 型 の 発 電 機 ア セ ン ブ リ を 含 む 大 規 模 な 発 電 プ ラ ン ト で  
は 、 排 気 ガ ス は エ ネ ル ギ ー 回 収 ボ イ ラ で 結 合 さ れ て 、 追 加 量 の 電 気 エ ネ ル ギ ー を 生 成 す る  
こ と が で き る 蒸 気 タ ー ビ ン を 駆 動 す る の に 十 分 な エ ネ ル ギ ー が 生 成 さ れ る 。 し か し な が ら  
、 こ の タ イ プ の シ ス テ ム は 、 多 数 の 大 型 の 発 電 機 ア セ ン ブ リ を 含 む プ ラ ン ト で の み 経 済 的  
に 実 行 可 能 で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 高 温 排 気 ガ ス か ら エ ネ ル ギ ー を 回 収 す る こ と を 目 的 と す る 。 こ の タ イ プ の シ  
ス テ ム は 、 工 業 プ ロ セ ス で 使 用 さ れ る 蒸 気 を 生 成 す る た め 、 ま た は 生 鮮 食 品 な ど の 冷 却 や  
室 内 の 冷 却 に 使 用 さ れ る 冷 気 を 生 成 す る た め の 工 業 用 発 電 機 ア セ ン ブ リ で 広 く 使 用 さ れ て  
い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ れ ま で 、 １ ０ Ｍ Ｗ 未 満 の 小 型 の 発 電 機 ア セ ン ブ リ に お い て 、 排 気 ガ ス か ら エ ネ ル ギ ー  
を 回 収 す る こ と は 実 現 す る こ と が で き な か っ た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る シ ス テ ム を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 経 済 的 な 観 点 か ら 、 本 発 明 に よ る シ ス テ ム は 、 よ り 小 型 の 発 電 機 ア セ ン ブ リ を 含 む プ ラ  
ン ト で 実 現 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ る シ ス テ ム は 、
１ ． 排 気 ガ ス 出 口 に お け る タ ー ボ 、
２ ． 圧 力 を 発 生 さ せ て そ の 圧 力 を 前 方 に 送 る 、 タ ー ボ に 接 続 さ れ た 油 圧 ポ ン プ 、
３ ． 圧 力 下 で 作 動 油 を 定 速 油 圧 モ ー タ に 送 る 油 圧 ア キ ュ ム レ ー タ 、
４ ． プ ー リ を 駆 動 さ せ る 定 速 油 圧 モ ー タ 、 お よ び
５ ． 上 記 プ ー リ に よ っ て 動 か さ れ る 、 発 電 機 ア セ ン ブ リ の オ ル タ ネ ー タ シ ャ フ ト に 直 接 取  
り 付 け ら れ た 別 の プ ー リ
と い う 基 本 的 な 構 成 要 素 か ら 構 成 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 シ ス テ ム か ら 発 生 し た 機 械 的 出 力  
が 増 加 し 、 そ の 後 、 発 電 機 ア セ ン ブ リ か ら 発 生 し た 総 電 力 が 増 加 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 の 動 き は 、 プ ー リ に 加 え て 、 ギ ア ・ ク ラ ッ チ シ ス テ ム ま た は ト ル ク コ ン バ ー タ に よ  
っ て 実 行 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ る シ ス テ ム に お い て 、 油 圧 ポ ン プ か ら 排 出 さ れ た 低 圧 の 作 動 油 は 、 オ イ ル タ  
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ン ク （ ６ ） に よ っ て 排 出 さ れ る 。 オ イ ル タ ン ク は 、 無 圧 の 蓄 積 槽 と し て 機 能 す る 。 そ の 機  
能 は 、 油 圧 サ イ ク ル を 維 持 す る た め に タ ー ボ ／ ポ ン プ に オ イ ル を 供 給 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ る シ ス テ ム は 、 同 じ 量 の 燃 料 を 使 用 し て 、 発 電 機 ア セ ン ブ リ か ら 発 生 し た 総  
電 力 を ５ ％ ～ １ ０ ％ 増 加 さ せ る こ と が で き る 。 こ れ は 、 連 続 発 電 プ ラ ン ト に お い て 大 き な  
利 益 と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 好 ま し い 第 １ の 実 施 形 態 を 説 明 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 重 要 な 特 徴 の 一 部 を 示 し て い る 。 こ こ で 、 タ ー ボ （ １ ） は 、 小 型 プ ラ  
ン ト の 発 電 機 ア セ ン ブ リ （ ３ ） 内 の 排 気 ガ ス 出 口 （ ２ ） に 接 続 さ れ て い る 。 タ ー ボ （ １ ）  
は 、 油 圧 ポ ン プ （ ４ ） に 接 続 さ れ て い る 。 油 圧 ポ ン プ （ ４ ） は 、 圧 力 を 発 生 さ せ て 、 こ の  
圧 力 を 油 圧 ア キ ュ ム レ ー タ （ ５ ） に 送 る 。 油 圧 ア キ ュ ム レ ー タ （ ５ ） は 、 圧 力 下 で 作 動 油  
を 定 速 油 圧 モ ー タ （ ６ ） に 送 る 。 定 速 油 圧 モ ー タ （ ６ ） は 、 プ ー リ （ ７ ） を 動 か す 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 プ ー リ （ ７ ） は 、 発 電 機 ア セ ン ブ リ （ ３ ） の オ ル タ ネ ー タ シ ャ フ ト （ ９ ） に 直 接 取 り 付  
け ら れ た 別 の プ ー リ （ ８ ） を 動 か す 。 こ の よ う に し て 、 シ ス テ ム か ら 発 生 し た 機 械 的 出 力  
が 増 加 し 、 そ の 後 、 発 電 機 ア セ ン ブ リ （ ３ ） か ら 発 生 し た 総 電 力 も 増 加 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 願 に 記 載 の シ ス テ ム の 動 き は 、 プ ー リ に 加 え て 、 ギ ア ・ ク ラ ッ チ シ ス テ ム ま た は ト ル  
ク コ ン バ ー タ に よ っ て 実 行 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に よ る シ ス テ ム に お い て 、 油 圧 ポ ン プ （ ４ ） か ら 排 出 さ れ た 低 圧 の 作 動 油 は 、 流  
体 タ ン ク （ １ ０ ） に よ っ て 排 出 さ れ る 。 流 体 タ ン ク （ １ ０ ） は 、 無 圧 の 蓄 積 槽 と し て 機 能  
す る 。 そ の 機 能 は 、 油 圧 サ イ ク ル を 維 持 す る た め に タ ー ボ ／ ポ ン プ に 流 体 を 供 給 す る こ と  
で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 に よ る シ ス テ ム に お い て 、 油 圧 モ ー タ は 、
１ ． フ ラ イ ホ イ ー ル 上 、
２ ． エ ン ジ ン と オ ル タ ネ ー タ と の 間 の カ ッ プ リ ン グ 内 、 お よ び
３ ． オ ル タ ネ ー タ シ ャ フ ト 上
に 接 続 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 シ ス テ ム の 残 り の 部 分 は 従 来 の も の と 同 じ で あ る の で 、 迅 速 に 元 を と る こ と が で き る 。  
こ の シ ス テ ム は 、 同 じ 量 の 燃 料 を 使 用 し て 、 発 電 機 ア セ ン ブ リ か ら 発 生 し た 総 電 力 を ５ ％  
～ １ ０ ％ 増 加 さ せ る こ と が で き る 。 こ れ は 、 連 続 発 電 プ ラ ン ト に お い て 大 き な 利 益 と な る  
。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 明 細 書 に 記 載 の 説 明 は 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に 言 及 し て お り 、 本 発 明 の 精 神 か  
ら 逸 脱 す る こ と な く 変 更 可 能 で あ る こ と に 留 意 さ れ た い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 例 え ば 、 本 発 明 は 、 自 動 車 の エ ン ジ ン だ け で な く 、 多 種 多 様 で 様 々 な 大 き さ の 定 置 デ ィ  
ー ゼ ル エ ン ジ ン に も 適 用 可 能 で あ る 。 参 照 に よ り 本 明 細 書 に 組 み 込 ま れ た 先 行 技 術 文 献 の  
多 く の 態 様 は 、 本 発 明 に 関 連 し て 使 用 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 述 し た す べ て の 理 由 か ら 、 本 発 明 の 範 囲 は 、 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 を 参 照 し て 決 定 さ  
れ る も の で あ り 、 本 明 細 書 に 記 載 の 特 定 の 実 施 形 態 に よ っ て 限 定 さ れ る も の で は な い 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】

【 外 国 語 明 細 書 】
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